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総
務
分
科
会

耐
震
改
修

Ｑ　
住
宅
耐
震
化
等
促
進

事
業
補
助
金
は
。

Ａ　
診
断
、
設
計
、
改
修

を
そ
れ
ぞ
れ
70
件
見
込
ん

で
い
る
。

財
産
管
理

Ｑ　
市
有
施
設
改
修
工
事

の
内
容
は
。

Ａ　
本
庁
舎
の
ウ
ッ
ド
デ

ッ
キ
改
修
・
電
気
自
動
車

用
急
速
充
電
器
・
蓄
電
池

室
空
調
機
設
置
、
ふ
る
さ

と
物
産
館
の
空
調
、
別
府

峡
休
憩
所
、
大
栃
駅
の
ト

イ
レ
改
修
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

Ｑ　
２
億
８
千
万
円
の
根

拠
は
。

Ａ　
令
和
５
年
度
は
新
し

く
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
３

社
増
や
す
予
定
で
あ
り
、

特
に
、
旅
行
サ
イ
ト
で
実

績
の
あ
る
「
一
休
」
に
期

待
し
て
い
る
。

教
育
厚
生
分
科
会

健
康
セ
ン
タ
ー
セ
レ
ネ

Ｑ　
利
用
料
で
５
万
８
千

円
を
計
上
し
た
事
業
の
具

体
的
な
説
明
を
。

Ａ　
利
用
者
増
に
向
け
て

新
し
く
「
運
動
カ
ミ
ン
グ

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
を
始

め
る
予
定
で
あ
る
。

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
教
育

推
進
事
業

Ｑ　
中
学
校
壁
面
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
改
修
工
事
２
千

万
円
を
香
北
中
学
校
に
決

め
た
理
由
は
。

Ａ　
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
教

育
も
含
め
て
探
究
的
な
学

習
を
進
め
て
い
く
上
で
、

す
ぐ
に
書
け
て
残
せ
る
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
が
有
効
で

あ
る
た
め
。

Ｑ　
施
工
さ
れ
る
教
室
数

は
。

Ａ　
１
年
、
２
年
、
３
年

の
教
室
と
、
多
目
的
会
議

室
の
合
計
４
室
を
想
定
し

て
い
る
。

文
化
財
保
護

Ｑ　
看
板
設
置
工
事
費
の

３
０
０
万
円
に
つ
い
て
は

ど
こ
に
ど
ん
な
看
板
を
立

て
る
の
か
。

Ａ　
令
和
５
年
度
か
ら
５

年
間
の
計
画
で
、
文
化
財

の
説
明
看
板
を
ま
ち
づ
く

り
応
援
基
金
を
充
て
て
設

置
す
る
。

　
令
和
５
年
度
は
野
中
兼

山
関
連
で
、
山
田
堰
、
神

母
ノ
木
の
大
楠
、
野
中
兼

山
別
邸
跡
、
谷
秦
山
邸
跡
、

野
中
神
社
、
堰
留
神
社
を

計
画
し
て
い
る
。

産
業
建
設
分
科
会

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
整
備

事
業

Ｑ　
令
和
７
年
度
オ
ー
プ

ン
に
至
る
ま
で
の
総
予
算

規
模
は
。

Ａ　
現
時
点
で
は
土
地
代

込
み
で
７
億
円
か
ら
８
億

円
を
想
定
し
て
い
る
。

ザ
・
シ
ッ
ク
ス
ダ
イ
ア

リ
ー
か
ほ
く
ホ
テ
ル

ア
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト

Ｑ　
管
理
運
営
委
託
１
２

０
０
万
円
の
発
生
理
由
と

積
算
根
拠
は
。

Ａ　
当
初
見
込
み
よ
り
採

算
の
取
り
づ
ら
い
施
設
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
ホ
テ
ル
経
営
に
必
要
な

施
設
整
備
や
経
費
で
施
設

法
定
検
査
に
要
す
る
経
費

５
０
０
万
円
、
人
件
費
６

０
０
万
円
、
ま
た
令
和
５

年
度
は
光
熱
水
費
高
騰
分

審  議  結  果

の
一
部
負
担
な
ど
１
０
０

万
円
で
、
合
計
１
２
０
０

万
円
を
上
限
と
し
て
計
上

し
て
い
る
。

Ｑ　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
向
け
た
企
画
等
は
。

Ａ　
県
民
に
対
す
る
割
引

は
行
っ
て
い
る
が
、
市
民

に
対
し
て
の
割
引
サ
ー
ビ

ス
や
施
設
見
学
な
ど
が
可

能
か
ど
う
か
、
ホ
テ
ル
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

令和５年度令和５年度
一般会計予算一般会計予算189189億億2,6002,600万円万円

などで…文化財保護事業住宅耐震化等促進事業補助金 シェアオフィス整備事業

さ
ん
れ
い 

さ
ん
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

本庁舎ウッドデッキ

ザ・シックスダイアリーかほくホテルアンドリゾート

あ
じ
さ
い
ひ
め

あ
じ
さ
い
ひ
め

や
な
せ
た
か
し
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こ
の
修
正
案
は
、
高
等

学
校
等
奨
学
金
半
年
分
を

１
年
分
に
す
る
も
の
で
、

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
修
正
案
に
対
す
る
賛
成
、

反
対
の
討
論
が
あ
り
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

【
修
正
案
】

　
令
和
５
年
度
香
美
市
一

般
会
計
予
算
の
第
１
条
中

「
１
８
，
９
２
６
，
０
０

０
千
円
」
を
「
１
８
，
９

３
１
，
３
４
０
千
円
」
に

修
正
す
る
。

【
修
正
案
に
賛
成
】

無
会
派

　
西
村　
剛
治
議
員

　
市
長
は「
奨
学
金
制
度
」

の
給
付
期
間
短
縮
と
令
和

5
年
で
終
了
す
る
方
針
を

新
た
な
支
援
策
・
経
過
措

置
を
設
け
ず
決
定
し
た
。

こ
れ
は
制
度
を
信
頼
し
進

路
を
選
択
し
た
子
ど
も
た

ち
と
、
送
り
出
し
た
ご
家

庭
の
思
い
を
軽
ん
じ
て
い

る
。

　
修
正
案
賛
同
理
由
は
、

当
事
者
へ
の
説
明
と
周
知

不
足
、
関
係
機
関
と
の
調

整
不
足
、
利
用
実
態
調
査

が
不
十
分
、
物
価
急
騰
時

の
家
計
負
担
増
の
４
点
で

あ
る
。

【
修
正
案
に
賛
成
】

日
本
共
産
党

　
森
田　
雄
介
議
員

　
教
育
を
受
け
る
機
会
が
、

経
済
的
理
由
で
左
右
さ
れ

な
い
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
立
て
に
努
め
る
の
が

政
治
と
社
会
の
役
割
だ
。

本
市
の
給
付
型
奨
学
金
は
、

就
学
援
助
制
度
が
終
わ
っ

た
後
の
高
校
進
学
を
助
け

る
大
き
な
力
に
な
っ
て
い

る
。
昨
今
の
経
済
的
困
窮

は
増
し
て
お
り
、
継
続
を

含
め
た
利
用
者
は
年
々
増

え
て
い
る
。
今
後
も
さ
ら

に
充
実
す
べ
き
も
の
で
あ

る
と
考
え
る
。

【
修
正
案
に
反
対
】

自
由
ク
ラ
ブ

　
小
松　
紀
夫
議
員

　
本
市
独
自
の
奨
学
金
事

業
は
、
合
併
前
の
土
佐
山

田
町
時
代
に
地
域
を
限
定

し
、
経
済
的
な
理
由
で
高

等
学
校
進
学
が
困
難
な
世

帯
に
対
し
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
22
年
に

高
等
学
校
授
業
料
無
償
化

が
開
始
さ
れ
、
こ
の
時
点

で
事
業
を
廃
止
す
る
選
択

肢
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
さ
ら
に
現
在
、
数
多

く
の
給
付
型
奨
学
金
事
業

が
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か

ら
市
長
の
判
断
を
尊
重
す

る
。

補
正
予
算（
第
10
号
）

出
産
子
育
て
応
援
金

Ｑ　
令
和
４
年
４
月
以
降

妊
娠
・
出
産
の
届
け
を
し

た
人
が
対
象
と
な
る
。
支

給
方
法
は
。

Ａ　
予
算
決
定
次
第
、
順

次
対
象
者
に
連
絡
お
よ
び

申
請
を
受
け
付
け
る
。
妊

娠
届
時
に
５
万
円
、
出
生

届
時
に
５
万
円
を
現
金
で

給
付
す
る
。

学
校
給
食
食
材
費

Ｑ　
２
７
１
万
１
千
円
の

追
加
は
業
者
要
望
が
あ
っ

た
の
か
。

Ａ　
都
度
仕
入
れ
る
費
用

の
不
足
見
込
み
分
を
計
上

し
た
。

　
来
年
度
の
給
食
費
値
上

げ
は
考
え
て
い
な
い
。

フ
ッ
ト
サ
ル
用
ゴ
ー
ル

Ｑ　
補
正
で
購
入
す
る
経

過
は
。

Ａ　
当
初
は
多
目
的
コ
ー

ト
に
し
て
お
ら
ず
、
本
年

度
途
中
で
変
更
し
た
た
め
。

補
正
予
算（
第
11
号
）

非
課
税
世
帯
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金

Ｑ　
家
計
急
変
世
帯
の
見

込
み
は
５
０
０
件
で
あ
る

が
実
績
は
14
件
で
あ
り
、

非
課
税
世
帯
も
３
千
件
の

見
込
み
で
実
績
は
２
７
２

３
件
と
、
見
込
み
と
の
乖か
い

離り

が
大
き
い
が
。

Ａ　
家
計
急
変
申
請
前
に

非
課
税
世
帯
と
し
て
吸
収

さ
れ
た
部
分
が
あ
る
と
見

て
い
る
。

　
非
課
税
世
帯
分
は
、
令

和
３
年
度
分
２
千
世
帯
く

ら
い
が
令
和
４
年
４
月
以

降
に
請
求
さ
れ
た
。
令
和

４
年
度
の
非
課
税
世
帯
が

残
り
の
７
０
０
件
余
り
で

あ
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

等
設
置
促
進
事
業
費
補

助
金

Ｑ　
当
初
予
算
９
５
９
万

円
か
ら
４
０
０
万
円
減
額

の
理
由
は
。

Ａ　
当
初
２
社
の
誘
致
を

予
定
し
て
い
た
が
、
１
社

は
他
の
市
町
村
へ
行
く
こ

と
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

審  議  結  果

議
案
第
２
号

令
和
５
年
度
香
美
市

一
般
会
計
予
算
へ
の

修
正
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た

フ
ラ
フ
ラ 

フ
ラ
く
ん

フ
ラ
フ
ラ 

フ
ラ
く
ん

や
な
せ
た
か
し
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審  議  結  果
１月開会会議（１/12）
◆報告
第 1 号 損害賠償の額の決定及び和解について
◆議案
第 1 号 令和４年度香美市一般会計補正予算（第10号）
３月定例会議（２/27～3/22）
◆報告
第 2 号 繰越明許費繰越計算書（公共下水道事業特別会計）の報告について
◆議案
第 2 号 令和５年度香美市一般会計予算

「議案第２号　令和５年度香美市一般会計予算に対する修正案」
第 3 号 令和５年度香美市国民健康保険特別会計（事業勘定）予算
第 4 号 令和５年度香美市介護保険特別会計（保険事業勘定）予算
第 5 号 令和５年度香美市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）予算
第 6 号 令和５年度香美市後期高齢者医療特別会計予算
第 7 号 令和５年度香美市水道事業会計予算
第 8 号 令和５年度香美市簡易水道事業会計予算
第 9 号 令和５年度香美市下水道事業会計予算
第10号 令和４年度香美市一般会計補正予算（第11号）
第11号 令和４年度香美市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）
第12号 令和４年度香美市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第５号）
第13号 令和４年度香美市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
第14号 香美市個人情報保護法施行条例の制定について
第15号 香美市個人情報保護審査会条例の制定について
第16号 香美市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
第17号 香美市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
第18号 香美市体育施設条例の一部を改正する条例の制定について
第19号 香美市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
第20号 香美市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
第21号 香美市予防接種健康被害調査委員会条例の一部を改正する条例の制定について
第22号 香美市立老人憩の家の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
第23号 香美市森林環境保全条例の一部を改正する条例の制定について
第24号 香美市日ノ御子河川公園キャンプ場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
第25号 香美市バイクライダー交流宿泊施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
第26号 香美市別府森林総合利用施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
第27号 香美市消防団員の定員、任免、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
第28号 香美市地域公共交通活性化協議会設置条例を廃止する条例の制定について
第29号 市有財産の無償貸付けについて
第30号 香美市立物部歯科診療所の指定管理者の指定について
第31号 香美市立高齢者生活福祉センターこづみの指定管理者の指定について
第32号 香美市香北町緑地等管理中央センター「ザ・シックスダイアリーかほくホテルアンドリゾート」の指定管理者の指定について
第33号 大井平体験実習館の指定管理者の指定について
第34号 奥物部ふれあいプラザの指定管理者の指定について
◆発議
第 1 号 香美市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について
第 2 号 香美市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について
◆意見書案
第 1 号 医療提供体制確保が出来てからの５類移行を求める意見書の提出について
第 2 号 介護保険制度の改善を求める意見書の提出について
第 3 号 帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を求める意見書の提出について
第 4 号 大増税を伴う防衛費増額の撤回を求める意見書の提出について
第 5 号 反撃能力（敵基地攻撃能力）保有の撤回と外交努力を求める意見書の提出について
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意 見 書

賛否が分かれた議案等に対する各議員の賛否の状況
会　　派 市民クラブ 自由クラブ 公明党 日本共産党 無会派 議長

氏　　名

有
光　
収
三

公
文　
直
樹

中
平　
麻
衣

山
﨑　
眞
幹

小
松　
　
孝

利
根　
健
二

村
田　
珠
美

小
松　
紀
夫

舟
谷　
千
幸

比
与
森
光
俊

西
山　
　
潤

森
田　
雄
介

笹
岡　
　
優

濱
田
百
合
子

山
﨑
龍
太
郎

西
村　
剛
治

山
崎　
晃
子

山
本　
芳
男

議案第 2 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × －
議案第２号修正案 × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
議案第14号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × 〇 × －

意見書案

第１号 × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －
第２号 × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
第４号 × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
第５号 × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

※「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「－」は議長につき採決に加わらず。

３月定例会議に提案された意見書案は５件で、１件が可決され国に提出されました。
全会一致で可決された意見書を紹介します。

３月臨時会議（３/31）
◆報告
第 3 号 令和３・４年度香美市市民グラウンド改修工事（土木）に係る請負契約の一部を変更する契約の締結について
◆議案
第35号 令和４年度香美市一般会計補正予算（第12号）
第36号 香美市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
第37号 香美市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
第38号 香美市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
第39号 香美市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
第40号 香美市墓地等の設置及び経営の許可等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

※  以外ははすべて全会一致で可決されました。議案第２・14号は賛成多数で可決されました。
※意見書案第１・２・４・５号及び修正案は、賛成少数で否決されました。

帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を求める意見書

意見書を国に提出

　帯状疱疹は、過去に水痘に罹患した者が、加齢や過労、ストレスなどによる免疫力の低下によ
り、体内に潜伏している帯状疱疹ウイルスが再活性化して発症するものです。
　日本人では、50歳代から発症率が高くなり、80歳までに３人に１人が発症すると言われてお
り、治療が長引くケースや後遺症として痛みなどの症状が残るケースもあります。この帯状疱疹
の発症予防のために、ワクチンが有効とされていますが、費用が高額であることが課題となって
います。
　帯状疱疹による神経の損傷によって、その後も痛みが続く「帯状疱疹後神経痛」と呼ばれる合
併症に加え、角膜炎、顔面神経痛、難聴などを引き起こし、目や耳に障害が残ることもあるとも
言われています。
　よって、国におかれては、一定の年齢以上の国民に対するワクチンの有効性及び安全性等に係
る評価を早急に行い、帯状疱疹ワクチンの助成制度の創設や予防接種法に基づく定期接種化を実
現するよう強く求めます。


